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中東における最先端科学技術の発信基地
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臨時Abd叫lahUniversity of Scienωand'D配hnology

低AUST)は，サウジアラビア西海岸の都市ジェッダから

北へ約70kmのところに建設された新しい科学技術系大

判駄学で、す。アブドウラ国王の先見のピ、ジョンのもと、

サウジアラムコ主導の莫大な投資により大学院兼研究施

設として設立されました。筆者は2010年8月に東京大学よ

り異動し、Assi武加tProfi邸鈎rとして着任しました。これ

からKAUSTおよび~Ca旬lysisCenter (KCC)を紹介します。

図1. KAUSTの3つのDi吋血on

KAUSTは2∞9年9月に開校し、 一部の学科からスター
トしました。その1年後、筆者の所属する化学科(白.emial

Scien田 progr加11)がスター トしました。教育面としては化

学 ・生物、物理、数学 ・コンピュータの3つのデ、イピ、ジョ

ンが柄主し、研究面では9つの専門リサーチセンターが順

にオープンしています。サウジアラビアでは歴史上初と

なる男女共学の大学院で、 iEduca出g血eSClen尚c

leadersofω，morrowJをひとつのキャッチコピーとして進

められています。世界各地から各分野トップクラスの教

授障を迎え入れ、 70以上の異なる国から集まった学生達

が学ぶ国際色豊かな環境です。言語は英語を公用語とし、

約36km四方の敷地内にはショッピングセンターやレジ

ャー施設を伴った大学街が完成しています。2011年現在、

大学街全体で約1，α旧人を越える学生および研究員が活
躍しています。また、保育園、小・中学校も施設として備

わっており、研究員の家族、そのほかサービススタップ

等合わせておよそ3，α犯人で運営されています。現在もラ
ボおよびリサーチセンターが建設中で、今後もますます

大きなコミュニティとなっていきます。

KAUSTは科学技術の各専門分野において最新の研究

を行い、エネルギーや環境問題への取り組みのみならず、

サウジアラビアならではの淡水化技術、膜技術、紅海の

研究、太陽光技術などの研究を強く前面に打ち出してい

ます。また、会社との共同研究およびリサーチセンター

も促進されており、日本の企業も正式にコラボレータと

して参入しています(日揮、住友化学等)。

図2.KAUSTの9つのリサーチセンター

KAUSTで、はCoreLabと呼ばれる共通機器を備える施

設があり、核磁気共鳴装置や電子顕微鏡などの最先端の

機器が充実しています。 このco詑Lab~こは専門の研究員

が従事し、彼らとの共同研究としりた形で、研究が進めら

れています。このような体制でのKAUST内の共同研究は

強く推奨されており、分野を超えた知識 ・研究の交流が

盛んに行われています。
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2. 附ETCataly'sis偽r)ter.~∞:) ， 

筆者が所属しているKCC~まKAU回、の中で一番大きな

リサーチセンターで不均一系触媒ポリマ一合成用触

媒、金属錯体触媒、光触媒、バイオ宵虫媒、モデリング等

におけるそれぞれの分野の教員 ・研究員がひとつのセン

ターをシェアして共同研究を行う体制ができあがってい

ます。2010年12月の盛大なオープンセレモニーと共に揃

えられた実験機若顎は全てが最先端のものばかりです。

2011年9月現在、 KCCだけですでに1∞人近い研究員 ・ス

タッフが従事しています。

図3. KCC~こおける触媒研究専門分野

多国籍の教授陣と、ポスドクをメインにした研究員ら

も世界各地から集まっています。ミーティングはKCC内

の各研究室をまたいで行い、知識の交流 ・向上を計って

います。また、 KCCをチームとし、それぞれの触媒専門

を活かした共同プロジェクトを次々と立ち上げ、他の触

媒研究センターには無い多角的な視点で新たな分野の構

築を目指しています。

KCC~ず'Catalysisby design"をキャッチフレーズとして

研究を進めています。この考えは化学関芯をよく吟味し、

反応機構を理解したうえで均一触媒やマテリアノレ調製の

知識を駆使し、触媒を「デザイン(設計)Jすることを
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モシトーにしています。設計された触媒を最先端のキャ

ラクタリゼーションを行うことで構造を徹底的に理解し、

化学即日相関を得ることで、活性 ・選択性 ・鮒某寿命

を向上させます。均一系 ・不均一系 ・バイオ系などの分

野が共存することで、各分野の常識を超えて触媒設計が

される環境にあり、新たな学問の開発 ・発見が期待され

ています。

図4.KCCのターゲ、ッ ト研究分野

KCCがターゲットとする分野はサウジアラビアの石

油精製関係、水関係、新エネルギー貯蔵.J覇般を主にし、

最先端のナノテクノロジーを駆使して問題解決を行いま

す。水素生成に関しては、天然ガスの改質反応による固

体触媒開発のみならず、光触媒を用いた水分解即芯、新

規水素有機ノ¥イドライドの開発のプロジェクトを進めて

います。

最先端の機器を揃えたK∞ と、世界屈指の分析ラボを

誇るKAUSTは、ここ中東の地で新たな研究への挑戦を続

けていきます。徐々にKAU釘、の認、知度も上がってきてお

り、日本の学生にも早期からこの国際的研究プロジェク

トに参加することを推奨しますし、日本企業の更なる本

格的な参入もご検討いただければ幸甚です。ぜひ一度

KAUS旬て学ホームページ (www.kausιedu.sa)をご覧に

なってみてください。

@次号は、「日本大学西宮研究室J研究者の声です。

図5.KAU回、のキャンパスを紅海から眺めた景観
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